Unit4　The Neurological System : Neuroscience　神経系：神経障害と摂食障害
本文和訳

　神経科学には2つの重要な側面がある。1つは神経系、そしてもう1つは精神衛生に関係がある。

　神経系は私たちの体の中で最も複雑な系の1つである。その主な機能は、恒常性を保つために内的な変化や外部の変化に応答することである。神経系は2つの主な構造を持っている。脳や脊髄からなる中枢神経系と、12対の脳神経と31対の脊髄神経からなる、体のすみずみまで行き届いている末梢神経系である。神経系の機能的な単位は、電気的刺激を伝導する軸索を持つ神経細胞であるニューロンである。

　不治の神経病の1つである筋委縮性側索硬化症（ALS）、いわゆるルーゲリック病は進行性の神経変性病で、脳や脊髄の神経細胞に影響を及ぼす。その病気は随意筋の動きを支配する運動ニューロンの変性によって引き起こされる。運動ニューロンがALSのために死ぬと、筋肉の動きを支配するための脳の能力が徐々に失われていく。その主な症状は筋肉の委縮、呼吸困難、嚥下障害で、末期段階の患者は完全に麻痺してしまうこともある。そして今のところこの病気の原因は解明されていない。
　精神衛生の問題に関しては、最も一般的なものは次のようなある種の摂食障害だろう。

　拒食症は著しい、あるいは極端な体重の減少が特徴の精神的な病気である。その人が十分に食事をしない理由は、彼または彼女が「自分は太っている」と思っているからである。
　過食症はいくぶんよくある精神病で、過食をしては瀉下をするということを繰り返し、しばしば自己誘導であったり下剤や浣腸剤、ダイエットピルを使っている。

　拒食症患者はたいてい完璧さを求めて努力し、過食症患者は他人からの承認を得ようと努力する。両者とも自尊心が低く、日々の様々なストレスに悩まされている。摂食障害は心因性の病気としてみなされているが、本当は人間の感情や精神状態において大きな役割を果たしている神経伝達物質の生理現象の病気なのである。ある人が特別な破壊的な振る舞いをし始めるとき、いくつかの新しい神経回路が形成される。この事実は、こういう種類の精神衛生の病気の治療法を見つける鍵になるかもしれない。
Comprehension　（※授業で扱ったもののみ解答を載せました）
１．It is to respond to internal and environmental changes in order to maintain homeostasis.

２．The peripheral nervous system does.

３．It is the neuron.

４．They are muscular atrophy, dyspnea and dysphagia.

